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<報告〉

法政大学キャリアデザイン学部における

低学年からのキャリア形成支援の現状と課題

～キャリアアドバイザーとしての取り組み事例から～

法政大学キャリアデザイン学部キャリアアドバイザー小玉小百合

生に対して自己理解を促し、働くこととは何かを

考えさせる講義を開諭したり、インターンシップ

を正規の教育課程として取り入れたりと、様々な

取り組みを始めている。例えば低学年からのキャ

リア形成支援に以前から積極的に取り組んでいる

立命館大学では、1999年11月に就職部をキャリア

センターへ名称変更し、従来のスキル指導やマッ

チング中心の就職支援から、就職活動に限らず学

(kと4年間トータルなかかわりを持ち、その生き

方を支援するための取り組みを実施している３．

しかしこういった取り組みも、実施しているす

べての大学で必ずしも順調に進んでいるとは言え

ないのが現状のようである。日本私立大学連盟就

職委員会（2004)4によると、キャリア形成支援科

目を開設している大学は増加しているものの、こ

れらはトップダウン方式か教員就職部長あるいは

学生の就職支援に熱心な教員が中心で、教授会を

説得して開講したようなケースが目立ち、開講し

ているキャリア形成支援科目についても、今後体

系的な講義内容にすることや、必修単位化する必

要性などが課題としてあげられている。またキャ

リア形成に効果のあると言われているインターン

シップについても、体験した学生にとっては教育

効果が認められているものの、参加を希望する学

生に比して企業の受け入れ人数が不十分であった

り、有名企業に学生の希望が架中したりと、問題

も多い。

このように低学年からのキャリア形成支援に対

しては、その必要`性が認識されているものの、ま

１．問題意識と目的

近年、大学生の就職率の低下'や離職率の高ま

り、若年者のフリーター問題などから、大学にお

けるキャリア形成支援への取り組みに注目が集ま

っている。これまで大学では、就職部を中心とし

た大学卒業後の就職支援として、就職活動を目前

に控えた３．４年生を中心に「企業を招いての会

社説明会」や「就職希望者に対する就職ガイダン

ス｣、「就職内定者による就職体験談発表会」など

を実施し、就職活動に必要なスキルの指導、求人

と学生とのマッチングなどに取り組んできた。し

かし労働政策研究・研修機構(2004)2の調査によ

ると、こういった取り組みが「順調である」と回

答した大学は50％を超えるものはなく、全体的に

大学の就職支援策が必ずしも上首尾に行われてい

る現状にないことが指摘されている。特にこれら

の就職支援策については、「学生の参加者が少な

い」や「学生の就職に対する意欲が低い」などの

問題点が指摘されており、学生にどのように働き

かけるかが一つの課題になっている。

このような問題への対策として最近では、低学

年から継続的に就職支援を実施することの必要性

が１１ｌばれ、従来の３．４年生を中心とした「就職

支援」だけでなく、低学年のうちから学問と職業

を関連付けて考えることを学生に意識づけ、学生

が主体的に進路を選択する能力を育てるための

｢キャリア形成支援」に力を入れる大学も増えて

きている。先駆的な大学ではすでに、低学年の学
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だ取り組みの事例も少なく、様々な問題があるの

が現状のようである。しかし近年の若年者の就業

に対する問題意識の高まりから考えても、今後低

学年からのキャリア形成支援に取り組む大学がさ

らに増えていくことは間違いないだろう。このよ

うな背景から本稿では、筆者がキャリアアドバイ

ザーとして取り組んできた低学年のキャリア形成

支援の事例をもとに、具体的な取り組みを紹介す

る。さらにその事例から、大学における低学年か

らのキャリア形成支援にはどのような方法があ

り、その実施にはどのような取り組みが必要なの

かについて考察するとともに、低学年からのキャ

リア形成支援の今後の課題を検討することを目的

とする。ここで取り上げる事例が、大学における

低学年からのキャリア形成支援を考察する上で十

分な要素を満たしているとは言えないが、今後新

たに低学年キャリア形成支援に取り組もうと考え

ている大学にとっては、具体的な取り組みの方法

を検討する上で一つの材料となるであろう。

２．研究の方法

本研究では大学における低学年からのキャリア

形成支援の方法について考察するために、キャリ

アアドバイザーという立場で繁者が]iII)組んでき

た低学年からのキャリア形成支援の具体的な試み

を時系列で紹介し、それぞれの取り組みの効果を

分析する。本研究では「低学年」を大学１．２年

生とし、「キャリア形成支援」を、学生が主体的

に進路を選択するための能力を育てるための支援

と定義する。

なお分析にあたっては、筆者の経験による知見

だけでなく、学生に実施したアンケート調査結果

などからその効果について客観的な分析も試みる

こととする。

３．法政大学キャリアデザイン学部による

新しい試み

(1)法政大学キャリアデザイン学部とは

法政大学キャリアデザイン学部（以下、当学部）

は、「自分らしい生き方」をするためにどのよう

な知識、技術を身につければ良いかを考え、実践

することをコンセプトに、2003年４月に新設され

た学部である。2004年９月現在、１年生306名、

２年生311名、計617名の学部生（以下、学生）が

学んでいる｡

当学部では、仕事、家族・友人関係、コミュニ

ティ、遊び・文化・スポーツ活動など、人間の生

活にとって必須の要素を相互に補完しあいなが

ら、人生の様々なステージで、経験・実紙や経験

的、理論的な学習活動を積み重ねることを通じて、

能力を発揮、習得、蓄穂しながら、全体として一

人の班かな人間として自己実現をはかっていくプ

ロセスとその結果の蓄積を「キャリア」と考えて

いる。そしてこのような過程を、一人ひとりが自

分自身で意識的に組み立てていくことを「デザイ

ン」としている⑨。

以上のようなコンセプトのもと、当学部では自

分らしい生き方を考えるために、教育学、経営学、

生活文化論・コミュニティ研究を総合的に学びな

がら、自己理解と現場理解を進めることができる

カリキュラム榊成を採用している。さらに総合的

な学びや将来の進路選択をサポートするために、

2004年度は、学部専属のキャリアアドバイザー３

名を配置している。当学部の１年生から４年生ま

でが揃う完成年度の2006年には、全員で4名のキ

ャリアアドバイザーが配置される予定である。

①カリキュラムの内容とその特長

当学部のカリキュラムの全体構成と将来の進路

を示したものが、図表１である。

自己'111解のためのカリキュラムには、少人数制

のゼミ形式で自己発見や適性理解を深める「入門

ゼミ」や「アイデンティティ形成基礎演習」があ

る。現場理解のためのカリキュラムには、同じく

少人数制のゼミ形式で日本や世界の文化について

学ぶ「生活文化基礎演習」や、様々な職場で実際

に働く職業人から仕事経験を聞き、自らのキャリ

アを考える「キャリアモデル・ケーススタディ｣、

実際の職場で仕事の体験をする「キャリア体験学

習」などがある。このように当学部のカリキュラ
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図表１カリキュラムの全体構成６

キャリアカウンセラー

や学習アドバイザーと
して活躍したい

キャリアデザインのための

Br科目の学習

・生涯学習社会理解のための賭科目

.ｍ柔腕力開発のための蹄科目

・生活文化・国際理解など自己理解

と恨広ぃ視野を身につける賭科目

の学習〆

生涯学習コーディネー
ターを目指したい

生涯学習社会における

キャリア知識･技能の理解･修得 １１ 
ＮＰＯ・ＮＧＯで

働きたい

公務員になりたい

民間企業で働きたい

教育文化関連の
ビジネスを起業したい

大学院でより高度な
勉強をしたい

ムは、自己理解や現場理解を深めた上でキャリア

デザインのための諸科目を学習することで、キャ

リアの知繊を理解し、その技術の修得を目指すこ

とのできる構成になっている。

このようなカリキュラムで学んだ後の進路とし

ては、民間企業への就職以外にもキャリアカウン

セラーやビジネス起業など、様々な進路先を想定

している。しかし各自のキャリアデザインは、大

学４年間の学習で完結するものではない。大学卒

業後も大学で学んだ知識や技術を、実社会におけ

る自分の能力成長や発揮に活かしながら、各自が

自らのキャリアデザインを実現してもらうことが

最終的な目標である。

【科目紹介１】自己理解のためのカリキュラム

「入門ゼミ」

自己理解のためのカリキュラムの一つ「入門ゼ

ミ」は、自分の適性や能力を知り、将来を考える

ことを目的とした１年生対象の必修科目である。

この科目は、３０名前後の少人数制で授業が行われ

る点、自己理解を深めるために履修者全員参加の

合宿が実施される点、進路分野研究のための集中

授業が行われる点が特徴である。

合宿実施の目的は、キャリアデザイン学部での

大学生活をスタートするにあたり、改めて自分自

身を見つめなおし、自己理解を深めることと、４

年間共に学ぶ教貝やキャリアアドバイザーや学生

同士でのコミュニケーションを深め、キャリアデ

ザイン学に対する問題意識を高めることである。

2004年の合宿は２泊３日で図表２の内容で開催さ

れ、グループワークを中心に、教員やキャリアア

ドバイザーによるワークショップ、職人や実務家

による職業人識話などが行われた。グループワー

クでは、５．６名のグループに分かれ「自分にと

②科目紹介

では具体的に、当学部ではどのように自己理解

のためのカリキュラムや現場理解のためのカリキ

ュラムが進められているのか、次にその内容を紹

介する。

９３ 

■ 

バランス、祖の

生活への脱皮

知､lだけでなく爽

稲・技能・感性な
どを学ぶ社会

■ 

グローバル化

視野を世界に広'ｆ

自分の価伍・文化
を見つめ回す社会

■ 

異文化との交流

よﾄﾉ多様な人々・
文化を受け入れて

生きる社会

■ 

成熟化と

共同参画の社会

生涯学びＨｆけるチ
ャレンジを皖ける

能力、祝の社会

■ 

社会変動と

技術革新

限回化したf月鰍知
睡・技IIEを学び血
Ｔ必要のある社会

llIll 
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図表22004年度合宿日程表

っての理想の社会人は？そうなるためにはどう

したらいいのだろう？」や「キャリア形成のため

に、人と人の繋がり、人と人の信頼関係を榊築す

るには、どうすればよいのだろうか？」などのテ

ーマから一つを選び、選んだテーマについてグル

ープのメンバー同士で話し合い、その結果をグル

ープごとにまとめ、一つの成采として最終|]に発

表した。今回の合宿には、教員やキャリアアドバ

イザーに加え、同学部の２年生22名がサポーター

として参加し、交流会やレクリエーションの企

画・運営だけでなく、会場設営や写真撮影などの

スタッフ業務も担当した。１年生にとってこの合

宿は、これから自分が学ぶキャリアデザイン学部

とは何かを知り、教員やキャリアアドバイザー、

そして先篭や同級生など、様々な立場の人々との

交流を図る機会なっている７．さらに合宿終了後

は各自、グループワークでの発表成果を自分の言

葉で文章化しレポートにまとめる課題と、これま

での自分自身の人生を振り返り文章化する自分史

作成の課題に取り組んだ。

さらに後期には、進路分野研究のための「集中

授業｣が実施された。この集中授業では､興味のあ

る分野の職業人から話を聞くことで、職業への関

心を持たせることを目的としている。集中授業の

後、各目将来どんな進路に進みたいのか、そのた

めにこれからの大学生活をどう過ごしていけば良

いかなどを考えさせるためのレポート作成が課さ

れた゜

【科目紹介２】現場理解のためのカリキュラム

「キャリア体験学習」

現場理解のためのカリキュラムには、「キャリ

ア体験学習」がある。この科目は、職場で仕事の

現場を経験し、職業観の形成を図ることを目的と

したもので、いわゆるインターンシップを単位と

して認める科目である。これは２年生以上が履修

できる科目であるが、履修には、社会人の基本で

あるコミュニケーションの方法や、話し方などの

ビジネスマナーを学ぶ科目「職業能力ベーシック

スキル｣を履修していることが条件になっている8。

この講義ではまず、体験学習とはどんなもの力、

の概要を説明するオリエンテーションが実施され

る。学生はこのオリエンテーションに参加した後、

２つのコースから自分の希望する体験学習方法を

選択することができる。１つは、大学側が準備し

た職場から希望する体験学習先を決定する「学部

準備コース｣、もう1つは学生自身が自分で受け入

れ先を探して、受け入れのための交渉や準備を行

う「自己開拓コース」である。

「学部準備コース」を選択した学生は、希望体

験学習先を提出した後、担当教員との而談により

体験学習先を決定する。その後各自で決定した実

習先と連絡を取り、大学の休みを利用して職場で

の実習を体験する。体験学習期間は職場によって

様々で、数Ⅱのところもあれば約1ケ月に及ぶと

9４ 

1日目

第１回グループﾜーク

第２回グループﾜーク

２年生を交えての交流会

2日目

第１回ワークショップ

職業人講話

第２回ワークショップ

レクリエーション

3日目 第３回グループワーク発表会
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ころもある。各学生は職場での実習を終えた後、

自らの体験を報告書にまとめて提出する。

する学問領域を大学院修士課程で修了している

か、それと同等の研究実績を有すること」と、

｢(2)学生に助言し、あるいは学生のあるいは学

生の学業成績などの評価にも関わる業務を補助す

るなどの主要な業務にふさわしい人生経験あるい

は職業経験、健全な見識などを持っていること」

の両方を満たしていることを条件としている。さ

らにその上で、「(3)学生、社会人、その他一般

の市民に対する教育、研修、指導・援助、相談・

カウンセリング、チューター、学習プログラム開

発等の、キャリアデザイン学部で行おうとする業

に関連する実務経験を持っていること」又は「(4)

体験学習（インターンシップ）を実施したり、職

業指導を行うために、学校・企業・団体・政府・

自治体その他を訪問して必要な業務を行ったり、

職業などへのガイダンスをするにふさわしい経験

と知識、能力を持っていること」のどちらかを満

たすことを条件としている。

このような条件から、当学部がキャリアアドバ

イザーに対して専門的知識だけでなく、その知識

を実践に活かして、学生を支援する実務能力を求

めていることがわかる。

4．キャリアアドバイザーとしての試み

当学部ではキャリアアドバイザー配置当初、そ

(2)キャリアアドバイザーとは

①制度

当学部の特徴は、このようなカリキュラムの他

に学部専属のキャリアアドバイザーが配置されて

いる点にある。キャリアアドバイザーというと一

般的には「就職支援」の目的で配置されている場

合が多いが、当学部では就職支援だけでなく、学

習支援も含めたキャリア形成支援を担当する学部

専属のスタッフとして配置されている。キャリア

アドバイザーは、３人の教員で構成されたキャリ

アアドバイザー制度運営委員会によって組織さ

れ、委員会の教員と協力しながら、さまざまな業

務（詳細は以下4で紹介する）を担当している。

②キャリアアドバイザーの能力要件

当学部のキャリアアドバイザーは、就職支援だ

けでなく、学習支援を含めたキャリア形成支援を

担当するスタッフとして配置されている。このよ

うな役割を期待するスタッフの能力要件として、

当学部では図表３の項目をあげ、採用条件を次の

ように規定している。

まず「(1)キャリアデザイン学部の教育に関連

図表３キャリアアドバイザーの能力要件

9５ 

（１）キャリアデザイン学部の教育に関連する学問領域（例えは学習指導、進路指導、職業指導、職業

選択、人材開発、キャリアカウンセリング、教育心理など）を大学院修士課程（博士課程前期）で専攻

して修了していること。または、これと同等の研究業繍を有すること。

（２）学生に助言し、あるいは学生の学業成績などの評価にも関わる業務を補助するなどの主要な業務

にふさわしい人生経験あるいは職業経験、健全な見識などを持っていること。

（３）学生、社会人、その他一般の市民に対する教育、研修、指導・援助、相談、カウンセリング、チ

ューター、学習プログラム開発等の、キャリアデザイン学部で行おうとする業に関連する実務経験を持

っていること。

（４）体験学習（インターシップ）を実施したﾄﾉ、職業指導を行うために、学校・企業・団体・政府・

自治体その他を訪問して必要な業務を行ったり、職業などへのガイダンスをするにふさわしい経験と知

識、能力を持っていること。
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の担当業務として、学生個々の相談に応じる「相

談業務」と、学生に役立つ情報を集め、提供する

｢情報収集・提供業務」を想定していた9。「相談

業務」とは、学部に設けられた専用の相談ルーム

で、学生からの履修に関する疑問、課題の作成に

関する質問、資格取得や進路選択に関する相談な

ど、様々な相談に応じるものである。「情報収

集・提供業務」とは、学生が関心を持つ資格取得

に関する情報や学習を進める上で参考になる文献

の情報、進路選択に役立つ情報などを集め、学生

に'情報提供するものである。

このようにキャリアアドバイザーには大まかな

担当業務が決められていたものの、具体的な実施

方法は明確なものではなく、実際にこれらをどの

ように進めていくかが大きな課題であった｡次に

これらの業務をどのように進めていったのかにつ

いて、2003年４月から2004年10月までの1年半の取

り組みの様子を紹介する。

た。このアンケートは当学部から新入生全員に渡

される資料とともに配布し、大学が実施するオリ

エンテーションの場で回収した。アンケートでは

大きく分けて、「どんな科ＩＥＩに興味があるか｣、

｢将来はどんな進路を希望しているのか｣、「キャ

リアアドバイザーをどう活用したいと思うか」の

3つについて回答を求めた。

実施した結果、回収率は約95％であった。アン

ケート集計の結果「どんな科目に興味があるか」

については、教育系と経営系の科目に興味を示す

学生の割合が高く、「将来はどんな進路を希望し

ているのか」については、民間企業への就職や公

務員IC、キャリアカウンセラーを希望する学生が

多いことがわかった。しかし将来の進路について

は、まだ進路が決まっていない学生も30％程度い

た。さらに「キャリアアドバイザーをどう活用し

たいと思うか」については、履修に関する相談が

もっとも多く、次に進路や就職に関する相談や情

報提供を求める学生が多いことが明らかになっ

た。(1)１年目（2003年度）の試み

１年目は２名のキャリアドバイザーでスタート

した。2003年度に新設された学部のため、ｌ年月

はどんな学生が入学してくるのか、入学してきた

学生がどんな支援を求めてくるのか全くわからな

い状態だった。そこでまず入学してきた学生に対

して、キャリアアドバイザーとしてどのようなキ

ャリア形成支援ができるのかを検討するために、

担当業務を具体的に①入学アンケートの実施、②

ニュースレターの発行、③授業への参加、④1M別

相談、⑤相談会の開催、の5つの試みとして実践

することとした。次にそれぞれの試みの内容を紹

介する。

②ニュースレターの発行

入学してきた学生にキャリアアドバイザーの存

在を認知してもらうとともに、キャリアアドバイ

ザーからの情報提供を目的に、毎月１回ニュース

レターを作成し発行した。ニュースレターには主

に、教員紹介や大学で実施された行事、資格や文

献の紹介などの記事を掲載した。４月にはニュー

スレターの編集を手伝ってくれる学生を募集し、

翌月からは教員紹介のコーナーの取材、原稿の執

筆を学生に担当してもらった。

③授業への参加

キャリアアドバイザーは授業を担当しないた

め、どうやって学生にその存在を知ってもらうか、

また学生とどう関わりを持つかは、学部にとって

もキャリアアドバイザーにとっても一つの課題で

あった。そこで、キャリアアドバイザーが一人で

も多くの学生と関わりを持つ機会を作るために、

学部教職員からの提案で、キャリアアドバイザー

①入学アンケートの実施

まずキャリアアドバイザーとして学生に接して

いくにあたって、学生にキャリアアドバイザーの

存在を認知してもらい、キャリアアドバイザー自

身も学生がキャリアアドバイザーにどのような支

援を求めているか知る必要があると考えた。そこ

で新入生全員を対象に、入学アンケートを実施し

9６ 
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法政大学キャリアデザイン学部における低学年からのキャリア形成支援の現状と課題

が授業にかかわる取り組みを実施した。具体的に

は入門ゼミ合宿へ参加し、グループワークのサポ

ートやワークショップの担当、合宿終了後の課題

であるレポート作成のアドバイスなどを担当し

た。

④個別相談

個別相談は、学生に相談ルームに来室してもら

い相談に応じるという形で対応した。当初は相談

を希望する学生に事前に電話かメールで予約をし

てもらい、指定した時間に相談に来てもらう体制

をとっていた。しかし次第に予約をせず、思いつ

いたときに相談ルームに立ち寄り、キャリアアド

バイザーの時間が空いていれば相談していく学生

が多くなっていったため、予約を義務付けずにキ

ャリアアドバイザーが勤務している時間'1は相談

に応じる体制にした。ただし、１回当たりの相談

時間は原則として1時間までとし、それを越える

場合には日を改めて相談に来てもらうこととし

た。

具体的にすぐに解決が必要な問題がないとキャリ

アアドバイザーを利用しない学生が多い。また⑤

相談会の実施も、ある程度の利用はあったものの、

実際には当学部の学生全員が利用するまでには至

らなかった12。ところが実際に授業に参加して学

生と接し、相談ルーム以外の場所で学生と話をし

てみると、学生の多くは、それぞれ進路選択や大

学生活について様々な不安や問題意識を持ってい

ることがわかった。このように相談ルーム以外の

場所で様々な学生からの話を聞くことは、キャリ

アアドバイザーの存在を知ってもらうことだけで

なく、キャリアアドバイザーが今後、学生に対し

てどんなキャリア形成支援ができるのかのヒント

を得る機会になった。また相談ルーム以外で話を

したことがきっかけとなり、後日相談ルームに相

談に訪れるようになった学生もいた。

③授業参加以外にも④ｲ国別相談は、利用した学

生からの反応が大きかった。2003年度は１年間で

291件の相談があり、その中で最も利)１１率が高かっ

たのは、入学直後の履修に関する相談であった'3．

履修相談では、大学の履修方法についての基本的

な相談がほとんどであったが、履修相談を通じて

キャリアアドバイザーに履修以外の相談もできる

ことを知り、Ｈを改めて進路選択や資格取得に関

する相談などで相談に訪れる学生、キャリアアド

バイザーへの個別相談を利用した友人に勧められ

て相談に訪れる学生などもいた。しかし学生は定

期的に相談に訪れることは少なく、授業の空き時

間を利用して、思いついた時にlil]談に来るものが

ほとんどであった。そのため個別相談では、継続

的・計画的に学生のキャリア形成支援をするとい

うよりは、必要に応じて時には学生に情報やアド

バイスを与えたり、また時には学生の話に耳を傾

けたりすることで、当学部には学生の大学生活や

将来の進路選択を支援してくれる存在がいるとい

うことを認知させる機能を果たしたといえる。

このようなことから、キャリアアドバイザーとし

てできるキャリア形成支援は、個別相談や情報提

供だけでなく、授業の参加などを通じて、相談ル

ーム以外での学生との関わりを通じてできるもの

⑤相談会の実施

個別相談は相談ルームという専用の部屋で実施

されることもあり、相談のない学生はキャリアア

ドバイザーを利用する機会がない。そこで'年月

は、相談のない学生にもキャリアアドバイザーの

存在を知ってもらうために、当学部の全学生を対

象とした相談会を実施した。相談会は学籍番号ご

とにキャリアアドバイザーと話ができる期間を設

定し、学生全員が利用できる機会を設けた。

(2)１年目の試みの効果と課題

以上のように、１年目は５つの試みを実施し、

キャリアアドバイザーとして学生に対してどのよ

うなキャリア形成支援ができるのかを検討した。

その結果、学生にキャリアアドバイザーの存在を

認知し活用してもらうという点で、学生からの最

も反応があった試みは③授業参加であった。学生

に対しては、①入学アンケートや②ニュースレタ

ーなどでキャリアアドバイザーの利用方法などを

紹介したものの、実際には履修に関する相談など、

9７ 
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があることがわかった。 【事例】上級生による新入生のための履修相談会

①実施の経緯

2003年度、学生からの相談で最も多かったの

は、入学直後の履修に関する相談であった。この

履修相談には、履修に関する疑問だけでなく、高

校までと違った学生生活への不安を感じて相談に

訪れる学生も多かった。しかしこれらの履修に関

する相談は、入学後すぐから４月の履修登録期間

'5までに集中しており、昨年は２名のキャリアア

ドバイザーだけでは十分に対応しきれず、相談に

応じられない学生もいたのが現状である。さらに

２年目は、新入生だけでなく２年生からの相談に

も対応しなくてはならないため、キャリアアドバ

イザーだけで１，２年生両方のキャリア形成支援

に個別に取り組んでいくのは難しいと感じてい

た。

そこで履修に関する疑問や入学後の不安を実際

に経験した学部２年生の協力を得て、一人でも多

くの新入生の履修相談に応じることができないか

と考え「新入生のための履修相談会」を企画する

こととした。

(3)２年目（2004年度）の試み

上記のようにｌ年月は５つの試みを実施した

が、2003年度は１年生だけだった当学部も、２００４

年度には新入生が入学し、キャリアアドバイザー

は、１．２年生合わせて約600名の学生に対する

キャリア形成支援を担当していかなければならな

くなった。２年目はキャリアアドバイザーが３名

に増えたものの、当学部約600名の学生全員を個

別に支援していくことは難しいと感じていた。ま

た1年目学生と接した経験から、学生たちのキャ

リア形成支援には、キャリアアドバイザーが個別

に相談に応じて対応するだけでなく、学生同士が

互いにキャリア形成を支援し合える試みが必要な

のではないかと考えていた。

そこで２年目は１年目の活動に加えM、学生が

主体となって企画し、キャリアアドバイザーが関

わりながら、他の学生に参加してもらえるイベン

トを実施することで、学生同士が互いにキャリア

形成を支援し合える試みに取り組んだ。次に実際

に実施したイベントの取り組み事例を紹介する。

②実施までの準備

履修相談会の実施までの準備は、図表４のよう(4)２年目の取り組み事例

図表42004年度履修相談会実施までの経緯
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実施日 内容

３月10-20日 履修相談会学生アドバイザーの募集

３月22日 履修相談会学生アドバイザーの決定

４月3日 第１回打ち合わせ(企画趣旨､内容説明）

４月5日 第２回打ち合わせ(役割練習）

４月6日 新入生向けオリエンテーションで履修相談会のPＲ

４月12-14日 入門ゼミにて履修相談会のPＲ

４月１４日

４月１５日

４月１７日

４月１９日

４月20日

履修相談会の開催
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法政大学キャリアデザイン学部における低学年からのキャリア形成支援の現状と課題

に進められた。まずキャリアアドバイザーが４月

に５日間、予約なしで相談できる履修相談会の日

程を設定し、新入生のアドバイザーを務めてくれ

る新２年生を公募で募集した。その結果、１４名の

新２年生からの応募があった。そこで履修相談会

を担当してもらう前に、応募してくれた学生アド

バイザーに対して、今回の企画の趣旨や企画内容

を説明する第１回打ち合わせを実施した。次に第

２回打ち合わせでは、履修相談会で新入生からの

相談に応じる学生アドバイザーとしての心得えや

アドバイスの方法について説明した後、学生アド

バイザー役と新入生役を体験する役割練習を行っ

た。この役割練習では、学生アドバイザーという

立場で“新入生にどういう態度で接するのが良い

のか,,、“新入生からの相談にどう応えるのが良い

か”を考えるとともに、新入生の立場からも,,先

篭の学生アドバイザーにどういう態度で接しても

らうのが良いか”について、役割練習を通じて改

めて考えてもらうことを目的に実施した。実際に

役割練習では、新入生役に「キャリアデザインっ

て何ですか？」や「単位を取りやすい科目はどれ

ですか？」といった学生アドバイザーが答えにく

い質問も用意し、学生アドバイザーとしてどうい

った回答をするのが良いかについて、役割練習を

通じて考えてもらった。

さらに役割練習後には、全員で話し合う場を設

け、実際に役割練習を通じて学生アドバイザーと

してどのような対応が適当なのか、先裁の学生ア

図表52004年度履修相談会利用状況'ア

ドバイザーとして責任を持ったアドバイスをする

にはどんな回答が望ましいのか等について意見を

聞くとともに、学生アドバイザーとしての接し方

を考えてもらう時間を設けた。このような役割練

習や話し合いを実施していく中で、学生アドバイ

ザーたちから「相談するときの机や椅子の配置は

こういう風にしたほうが相談しやすいのではない

か」や「新入生に来てもらうためには、こんな

PR活動をしたらどうか」といった様々な提案が

lLllされるようになった。そこで学生アドバイザー

からの意見を積極的に取り入れながら企画を進め

ていった。

③実施の様子

これらの準備を経て実施した５日間の履修相談

会には、累計で127名の利lllがあった。５日間の相

談件数は図表５の通りで、初日と２ＨｌＥｌに多くの

新入生が利用した。

履修相談会当日、１４名の学生アドバイザーたち

は、新入生からの相談に各自授業の空き時間を利

用して対応してもらい、学生アドバイザーが対応

しきれない場合は、キャリアアドバイザーも相談

に応じた。さらに当日は新入生からどのような相

談が寄せられたのかをキャリアアドバイザーが知

っておくために、学生アドバイザーに各自が担当

した新入生の相談記録'6をつけてもらった。また、

新入生がこの相談会を活用できたかどうかを確認

するために、利用した新入生にはアンケートに協

14日(水）

15日(木）

１７日(土）

19日(月）

20日(火）

０ 1０ ２０ 3０ 4０ 5０ 

9９ 

Hosei University Repository



力してもらった。

④実施の効果

この企画を実施した結果、累計127人の新入生

が利)1]し、利用した新入生へのアンケートでも、

利用者の満足度が高いことが明らかになった18．

今回の履修相談会に参加した動機で最も多かった

ものは、「科目履修の方法」に関する相談であっ

た19が、その他にも「先輩と話しがしたかった」

や「大学生活での不安」のために利用した新入生

も多かった20.実際に利用した新入生からは、「先

溌と話して、先號の熱心な姿勢にふれ、この学部

に入ってきて本当に良かったと思った｡」とFirう

声も|lⅡかれた。また学生アドバイザーを務めた２

年生にとっても、自分の学部を見つめ直し、先溌

として後篭をアドバイスすることの難しさを体験

すると共に、興味を持ったことにチャレンジする

ことの面白さを知るきっかけになったようである2】｡

ベント実施に対する満足度は非常に高く23,「とて

も良い刺激になった。触発された｡」や「大学の

勉強などをいかに将来にいかせるか考えさせられ

た｡」などの意見が寄せられ、参加した学生に良

い刺激を与えることができたイベントとなった。

また参加者だけでなく、実際にイベントに関わっ

たスタッフにとっても、これまで経験したことの

ないイベントを創り上げるという作業の中で、

様々な経験から学ぶことがあったようである24。

(5)これまでの取り組みから

上記のように１年半、キャリアアドバイザーと

して低学年のキャリア形成支援のための試みを実

施してきた。その結果、低学年のキャリア形成支

援を進める上では「学部教職員との協力と連携｣、

｢学生参加型のキャリア形成支援体制作り」の二

つが必要であることが明らかになった。

①学部教職員との協力と迎挑

これまでの取り組みを振り返ると、１年目から

キャリアアドバイザーが授業に参加し、相談ルー

ム以外の場所で学生と関わりを持つ機会が持てた

ことは、学生たちにキャリアアドバイザーの存在

を知らせるとともに、２年目以降の取り組みを考

える上で効果的な試みであった。特に低学年の場

合、進路選択を考えるまでには時間があるため、

進路相談について個別の相談を定期的に利用する

学生はほとんどいなかった25。そのため低学年か

らのキャリア形成支援を進めるためには、キャリ

アアドバイザーが個別相談に対応するだけでは十

分ではなく、授業に参加するなどの形で、相談ル

ーム以外の場所でも学生と話をする機会を持った

り、学生が主体となって実施するイベントの開催

を支援したりと、様々な形で学生のキャリア形成

文援に取り組んでいく必要があることが明らかに

なった。

しかしこのような取り組みをキャリアアドバイ

ザーが進めていくためには、学部教職員にこれら

の取り組みの必要性を理解してもらうとともに、

突際に授業参加やレポート作成のアドバイスを担

【その他の事例】

２年目はこのイベント以外にも、受験生にキャ

リアデザイン学部を紹介する「オープンキャンバ

スの学部企画」や「キャリアを考える学生主催の

イベント」など、学生が主体となって実施する取

り組みをキャリアアドバイザーが支援する試みを

実施した。これらのイベントはいずれも学生が自

主的に企画・参加、実施したものであり、キャリ

アアドバイザーは必要に応じて、学生の企画にア

ドバイスをしたり、イベント運営をサポートした

りする形でこれらのイベントに参加した。例えば

｢キャリアを考える学生主催のイベント」では、

当学部の学生に向けて、ダンスやイラストレーシ

ョンなどのアーティスト活動に取り組んでいる２

年生４緒22が、大学で学んだことを自らのアーテ

ィスト活動にどのように活かしているか、さらに

それらを今後どのように自らのキャリアに活かし

ていきたいかについて、現在の活動の様子を交え

ながら発表した。

2004年１０月４日に開催されたこのイベントに

は、７５名の学生が集まった。当日参加者にイベン

トの感想を求めるアンケートを実施した結果、イ
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当する機会を与えてもらうなどの協力と連携を図

る必要がある。

を進めていくためには、個別相談や情報提供とい

った取り組みだけではなく、実際に授業に参加す

るなどの形で、相談ルーム以外の場所でも学生と

話をする機会を持ったり、学生が主体となって実

施するイベントを開催したりと、様々な方法で取

り組んでいく必要があることが明らかになった。

実際にこれらの取り組みを実施してきた結果、

これらの取り組みに参加した学生には、効果的で

あったと言える。しかし今後は、それらの経験を

具体的にどう進路選択に結び付けていくのか、ま

た取り組みに参加していない学生に、どういった

キャリア形成支援をしていくかが、今後の大きな

課題である。またこの取り組みに限って言えば、

当学部は新設学部のため、第一期生に当たる学生

を卒業時にどう送り出していくかも、学部全体の

キャリア形成支援の取り組みの評{illiにつながると

考えられる。今後は学部教職員との協力・連携だ

けでなく、学内の様々な部署との協力・連携体制

をつくりながら、３．４年生のキャリア形成支援

の方法を進めることがもう一つの大きな課題であ

ろう。

'＠学生参加型のキャリア形成支援体制づくり

１年月はキャリアアドバイザーの存在を知らせ

ることに重点を置いた取り組みを実施したが、２

年'二|からはイベントの実施などj、じて、学生参力Ⅱ

型のキャリア形成支援体制づくりにもjliii極的に取

り組んだ。このような取り組みを実施したのは、

学生にキャリアアドバイザーの個別相談を利用し

てもらうだけでなく、学生自身に参加してもらい

ながら、学生同士が互いにキャリア形成を支援し

合うための試みをキャリアアドバイザーが仕掛け

ることができないかと考えたからである。また学

生は、企業への就職を希望する学生だけでなく、

独立して活Rimしたいという学生や、教職やカウン

セラーなど、様々な進路先を希望しているものや、

まだ進路が決まらず不安を持っている学生もい

る。そういった多様な学生たちのキャリア形成支

援に、限られた人数のキャリアアドバイザーだけ

で対応するのには限界がある。このようなイベン

トを実施したのは、キャリアアドバイザーが個別

相談でひとり一人を支援するだけではなく、イベ

ントなどを通じて、同じ価値観を持つ学生同士が

出会ったり、違う考えを持つ学生の意見に触れて

刺激を受けたりすることが、各学生が自らのキャ

リア形成を進めていく上で役立つのではないかと

考えたからである。結果的にイベントを通じて、

それを主催した学生や参加した学生には、様々な

形で自らのキャリアを考える機会を提供すること

ができた。

注

１平成15年度学校基本調森によると、大学生の就職

率は55.0％で、前年度より1.9ポイント低下し、過去最

低となった。

２労働政策研究・研修機榊（2004）「企業が参画す

る若年者のキャリア形成支援一学校・ＮＰＯ・行政と

の連携のあり方一」労働政策研究報告書No.１１

第２章ppl5-35

３産労総合研究所（2004）「企業と人材」（2004年10

月20日号）pplO-15

４Ｈ本私立大学連盟就職委員会（2004）「就職委員

会レポートキャリア形成支援に向けて－学生の豊か

な人生のために－ｊ日本私立大学連盟

５法政大学発行の新聞「法政」2003年１月号座談会

記事より引用

６法政大学キャリアデザイン学部案内P4-5を要約し

て引用

７合宿に参加した1年生へのアンケートの結果から、

５．低学年からのキャリア形成支援に関す

る今後の課題

本稲では大学における低学年からのキャリア形

成支援の方法について考察するために、筆者が取

り組んできた低学年からのキャリア形成支援の具

体的な試みを時系列で紹介し、それぞれの取り組

みの効果を分析した。その結果、キャリアアドバ

イザーという立場で、低学年のキャリア形成支援
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8割を超える回答者が合宿を「とてもよかった」「まあ

よかった」と評価し、獄極的に参加した人ほど、合術

の総合評価が高くなっていることが明らかになった.

また参加した学生からは、「グループでキャリアにつ

いて考え、意見を出しあって、殿終的にはひとつの答

えを出してみるという、それらができたことで、当学

部に入ってよかったと思った｡」や、合宿全体を通じ

て｢先篭方はしっかりした将来設計ができているので、

自分もこれからしっかり考えていこうという意識が新

たに生まれた｡」などの感想が寄せられた。（キャリア

デザイン学部発行キャリアニュース第１１号（2004年６

月４日）より引用）

８ただし、社会人としての基本スキルが身について

いる学生は、この科目の履修は免除される。

９この担当業務は厳密な取り決めではなく、学生の

キャリア形成支援の必要に応じて、キャリアアドバイ

ザー制度迎営委員会の教員らと相談しながら、柔軟に

業務内容を追加・変更することが認められているもの

であった。

１０この公務貝の希望者の中には、教職希望者も含ま

れている。

１１キャリアデザイン学部では月～土曜1］（１～７時

限）に配潰されている科目を日111に履修できる柔IlIkな

時間割編成「フレックス・プログラム」を採用してい

るため、キャリアアドバイザーは交代で週に2日程度

20時30分まで勤務し、夕方以降の相談にも応じられる

体制を取っている。

１２相談会は前期（５－７月）・後期（１－３月）に

実施した。前期の相談利用件数は62件、後期８件であ

った。

１３履修に'9Mする相談は４月に集中しており、その件

数は102件であった。

１４当学部の学生全員を対象とした相談会は２年|]か

らは実施していない。

１５法政大学では、前期履修する科目を４月の下旬に

登録をする制度を採用している。

１６記録には、担当した新入生の学生証番号、椚前、

相談内容、学生アドバイザーとしてのアドバイス内容

を記入してもらった。

１７キャリアデザイン学部発行キャリアニュース第１０

号（2004年５月７日）より引用

１８アンケートの結果、９６％の学生が参加して良かっ

たと回答した。どちらともいえないと回答した4％は、

自分の履修したい科目を先縦が履修していなかったた

め、情報が得られなかったといったものであった。

１９基礎・専門科目の履修がわからない（80名)、教

職科目の履修がわからない（21名)、資格科目（学芸

員など）の履修がわからない（１０名）

２０先雛と話がしたかった（23名)、大学生活での不

安ｑ8名）

２１キャリアデザイン学部発行キャリアニュース第１０

号（2004年５月７日）学生アドバイザーへのインタビ

ュー参照

２２イベントには4名の出演者であるアーティストと

司会者1名に加え、これらの活動趣旨に賛同した３名

のスタッフが加わり、計８名で企画から実施までの準

備を進めた。

２３参加者（75名の学生、４名の教且）に実施したア

ンケート結果。回収率は72％。「今回のイベントはい

かがでしたか」の質問に対し、「非常に良かった」が

62％、「良い」が33％、「普通」５％、「つまらない」

0％であった。（キャリアデザイン学部発行キャリアニ

ュース第13号（2004年11115日）より引用）

２４スタッフからは、「イベントのテーマやコンセプ

トをどうやって出演者やスタッフ、来場者に伝えるか

といったイベント作りの難しさを学ぶとともに、チー

ムで何か一つのものを創り上げることの面白さを知る

ことができた。」という感想が寄せられた。（キャリア

デザイン学部発行キャリアニュース第13号（2004年１１

月５日）イベントスタッフへのインタビュー参照几

２５進路に関する相談に訪れた学生は少なくないが、

まだ学生が１．２年生であるため、定期的にキャリア

アドバイザーと相談しながら自らのキャリア形成を進

めて行くといった形での相談はなかった。
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